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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年8月21日(2014.8.21)

【公表番号】特表2010-518136(P2010-518136A)
【公表日】平成22年5月27日(2010.5.27)
【年通号数】公開・登録公報2010-021
【出願番号】特願2009-549393(P2009-549393)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/82     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/90     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 263/48     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 235/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 263/58     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 263/56     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 235/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/64     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/66     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  15/00    ＣＳＰＥ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０７Ｄ 277/82    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 233/90    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 277/46    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 263/48    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 235/30    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 263/58    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 263/56    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 235/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 233/64    １０３　
   Ｃ０７Ｄ 277/66    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年7月4日(2014.7.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ
［ＬＤＨ］nＭ［Ｌ］m　　（Ｉ）
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［式中、
　ｎは、整数１であり、
　Ｍは、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｉｒ、またはＲｈであり、ｍは２であり、あるいは
　Ｍは、Ｎｉ、Ｒｈ、Ｒｕ、Ｐｄ、またはＰｔであり、ｍは１であり、
　ＬＤＨは、式ＩＩ
【化１】

の二座リガンドであり、
　Ｗは、Ｏ、Ｓ、ＮＲ4、ＣＲ5Ｒ6から選択され、
　Ｘは、ＮまたはＣＲ7であり、
　Ｙは、Ｏ、Ｓ、ＮＲ8から選択され；
　Ｒ1、Ｒ2は、Ｈ、無置換または置換Ｃ1－Ｃ8アルキル、無置換または置換フェニル、ハ
ロゲン、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、ＣＯＲ、ＣＯＯＲ、ＳＯ2Ｒ、ＣＮ、ＮＨＲ、ＮＲＲ’か
ら独立して選択され；あるいは
　隣接する基Ｒ1およびＲ2は、それらが結合している炭素原子と一緒になって、場合によ
り置換されていてもよい縮合フェニル環を完成させる有機架橋基を形成し、
　Ｒ5、Ｒ6は、独立して、無置換または置換Ｃ1－Ｃ8アルキル、無置換または置換Ｃ2－
Ｃ8アルケニル、無置換または置換フェニルであり；
　Ｒ4は、Ｒ5について定義した通りであり、または水素であり；
　Ｒ7は、存在すれば、隣接する基Ｒ3と一緒になって、それらが結合している炭素原子と
ともに、場合により置換されていてもよいフェニル環を完成させる有機架橋基を形成し；
ＷがＯ、ＮＲ4、ＣＲ5Ｒ6であり、および／またはＹが窒素原子を含む場合は、Ｒ7は、水
素、Ｃ1－Ｃ4アルキルをも包含し；あるいは
　Ｒ3は、無置換または置換Ｃ1－Ｃ8アルキル、無置換または置換Ｃ2－Ｃ8アルケニル、
無置換または置換フェニルであり；
　任意の置換基は、存在すれば、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、フ
ェニル、フェニルオキシ、ＣＯＲ、ＯＣＯＲ、ＣＯＯＲ、ＳＯ2Ｒ、ＣＮ、ＮＨＲ、ＮＲ
Ｒ’から選択され；
　ＲおよびＲ’は、Ｃ1－Ｃ6アルキルから独立して選択され、Ｒは、水素であってもよく
；
　Ｒ8は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、ＳＯ2－Ｒ11、ＣＯ－Ｒ11であり、Ｒ11は、Ｃ1－Ｃ12

アルキル、Ｃ1－Ｃ12ハロアルキル、フェニル、ハロゲンで置換されたフェニルであり；
および
　Ｌは、
　ａ）式
【化２】

［式中、
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　Ｒ6'、Ｒ7'、Ｒ8'およびＲ9'は、互いに独立して、水素、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ2－Ｃ

24アルケニル、Ｃ2－Ｃ24アルキニル、アリール、ヘテロアリール、Ｃ1－Ｃ24アルコキシ
、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、シアノ、アシル、アルキルオキシカルボニル、ニトロ基また
はハロゲン原子であり；あるいは
　互いに隣接する２つの置換基Ｒ6'、Ｒ7'、Ｒ8'およびＲ9'は、一緒になって、基
【化３】

を形成し、Ｒ205、Ｒ206、Ｒ207およびＲ208は、互いに独立して、ＨまたはＣ1－Ｃ8アル
キルであり、
　環Ａは、場合により置換されたアリールまたはヘテロアリール基であり；あるいは環Ａ
は、環Ａに結合したピリジル基と一緒になって環を形成してもよく；Ｒ6'、Ｒ7'、Ｒ8'お
よびＲ9'で表されるアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アリール基、ヘテロアリ
ール基、アルコキシ基、アルキルチオ基、アシル基およびアルキルオキシカルボニル基は
、置換されていてもよい］のリガンド；
　ｂ）式
【化４】

［式中、Ｙ’は、Ｓ、Ｏ、ＮＲ200であり、
　Ｒ200は、水素、シアノ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ2－Ｃ4アルケニル、場合により置換さ
れたＣ6－Ｃ10アリール、－（ＣＨ2）r－Ａｒ（式中、ｒは１または２であり、Ａｒは場
合により置換されたＣ6－Ｃ10アリールである）、基－（ＣＨ2）r’Ｘ20（式中、ｒ’は
、１または２であり、Ｘ20は、ハロゲン、ヒドロキシ、－Ｏ－Ｃ1－Ｃ4アルキルまたはジ
（Ｃ1－Ｃ4アルキル）アミノである）；基－（ＣＨ2）rＯＣ（Ｏ）（ＣＨ2）r''ＣＨ3（
式中、ｒは１または２であり、ｒ''は０または１である）；
【化５】

、－ＮＨ－Ｐｈ、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ3、－ＣＨ2－Ｏ－（ＣＨ2）2－Ｓｉ（ＣＨ3）3または
【化６】

である］のリガンド；
　ｃ）式
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【化７】

または
【化８】

［式中、
　Ｑ1およびＱ2は、互いに独立して、水素、Ｃ1－Ｃ24アルキルまたはＣ6－Ｃ18アリール
であり、
　Ａ21は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4アルコキシまたはＣ1－Ｃ4アルキルであり、
　Ａ22は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ12アルコキシ、Ｃ1－Ｃ12アルキルまたはＣ6－Ｃ10

アリールであり、
　Ａ23は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ12アルコキシ、Ｃ1－Ｃ12アルキルまたはＣ6－Ｃ10

アリールであり、
　Ａ24は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4アルコキシまたはＣ1－Ｃ4アルキルであり、あるい
は
　Ａ22およびＡ23またはＡ23およびＡ24は、一緒になって、基
【化９】

を形成し、Ｒ205'、Ｒ206'、Ｒ207'およびＲ208'は、互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、Ｃ

1－Ｃ12アルコキシまたはＣ1－Ｃ12アルキルであり、
　Ｒ42は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ1－Ｃ12アルコキシまたはＣ1－Ｃ4パー
フルオロアルキルであり、
　Ｒ43は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ1－Ｃ12アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4パーフル
オロアルキル、Ｃ7－Ｃ15アラルキルまたはＣ6－Ｃ10アリールであり、
　Ｒ44は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ1－Ｃ12アルコキシ、Ｃ6－Ｃ10アリー
ル、Ｃ7－Ｃ15アラルキルまたはＣ1－Ｃ4パーフルオロアルキルであり、
　Ｒ45は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ1－Ｃ12アルコキシまたはＣ1－Ｃ4パー
フルオロアルキルである］のリガンド；
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　ｄ）式
【化１０】

［式中、
　ｎは、０、１または２であり；
　Ａ12、Ａ14、Ａ16、Ａ17、Ａ18、Ａ19、Ａ21、Ａ22、Ａ23およびＡ24は、互いに独立し
て、水素、ＣＮ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24アルコキシ、Ｃ1－Ｃ24アル
キルチオ、Ｃ1－Ｃ24パーフルオロアルキル、Ｇで場合により置換されたＣ6－Ｃ18アリー
ル；－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26もしくは－ＣＯＯＲ27、またはＧで場合により置換
されたＣ2－Ｃ10ヘテロアリール；またはそれぞれＧで場合により置換されたＣ5－Ｃ12シ
クロアルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルコキシ、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキルチオであり；ある
いは近接原子と結合する２つの隣接する基Ａ12、Ａ14；またはＡ14、Ａ17；またはＡ17、
Ａ16；またはＡ21、Ａ22；またはＡ22、Ａ23；またはＡ23、Ａ24；またはＡ18、Ａ22；ま
たはＡ23、Ａ19は、ともに、式

【化１１】

の基であり、Ａ41'、Ａ42'、Ａ43'、Ａ44'、Ａ45'およびＡ46'は、互いに独立して、Ｈ、
ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24パーフルオロアルキル、Ｃ1－Ｃ24アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、Ｇ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26もしくは－ＣＯ
ＯＲ27で場合により置換されていてもよいＣ6－Ｃ18アリール、またはＣ2－Ｃ10ヘテロア
リールであり；
　Ａ11、Ａ13、Ａ15、Ａ’21、Ａ’22、Ａ’23およびＡ’24の各々は、独立して、水素ま
たはＣ1－Ｃ24アルキルであり；あるいは
　同一の炭素原子と結合する２つの隣接する基Ａ11、Ａ12；Ａ13、Ａ14；Ａ15、Ａ16；Ａ
’21、Ａ21；Ａ’22、Ａ22；Ａ’23、Ａ23；またはＡ’24、Ａ24は、ともに、＝Ｏまたは
＝ＮＲ25または＝Ｎ－ＯＲ25または＝Ｎ－ＯＨであり；
　Ｒ25およびＲ26は、互いに独立して、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ7－Ｃ18アラルキルまたは
Ｃ1－Ｃ24アルキルであり、
　Ｒ27は、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ6－Ｃ18アリールまたはＣ7－Ｃ18アラルキルであり；
　Ｙ1、Ｙ2およびＹ3は、互いに独立して、式
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【化１２】

の基であり、
　Ｒ41は、Ｍに対する結合であり、
　Ｒ71は、Ｍに対する結合であり、
　Ｒ42'は、水素、またはＣ1－Ｃ24アルキル、ＣＮ、ハロゲンで置換されたＣ1－Ｃ24ア
ルキル、Ｃ6－Ｃ18－アリール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18－アリール、
またはＣ1－Ｃ8アルコキシであり、
　Ｒ43'は、水素、ＣＮ、ハロゲン、Ｆで置換されたＣ1－Ｃ24アルキル、Ｃ6－Ｃ18アリ
ール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18アリール、またはＣ1－Ｃ8アルコキシ、
－ＣＯＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＯＲ27、

【化１３】

であり、
　Ｅ2は、－Ｓ－、－Ｏ－または－ＮＲ25’－であり、Ｒ25’は、Ｃ1－Ｃ24アルキルまた
はＣ6－Ｃ10アリールであり、あるいは
　Ｒ42'およびＲ43'は、式
【化１４】

の基であり、Ａ41'、Ａ42'、Ａ43'、Ａ44'、Ａ45'およびＡ46'は、互いに独立して、Ｈ、
ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24パーフルオロアルキル、Ｃ1－Ｃ24アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、Ｇ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26もしくは－ＣＯ
ＯＲ27で場合により置換されていてもよいＣ6－Ｃ18アリール、またはＣ2－Ｃ10ヘテロア
リールであり；
　Ｒ44'は、水素、ＣＮもしくはＣ1－Ｃ24アルキル、Ｆで置換されたＣ1－Ｃ24アルキル
、ハロゲン、Ｃ6－Ｃ18－アリール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18－アリー
ル、またはＣ1－Ｃ8アルコキシであり、
　Ｒ45'は、水素、ＣＮもしくはＣ1－Ｃ24アルキル、Ｆで置換されたＣ1－Ｃ24アルキル
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、ハロゲン、Ｃ6－Ｃ18－アリール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18－アリー
ル、またはＣ1－Ｃ8アルコキシであり、
　Ａ11’、Ａ12’、Ａ13’およびＡ14’は、互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1

－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24アルコキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯ
ＮＲ25Ｒ26または－ＣＯＯＲ27であり、
　Ｒ68およびＲ69は、互いに独立して、１または２個の酸素原子で遮断され得るＣ1－Ｃ2

4アルキルであり、
　Ｒ70、Ｒ72、Ｒ73、Ｒ74、Ｒ75、Ｒ76、Ｒ90、Ｒ91、Ｒ92およびＲ93は、互いに独立し
て、Ｈ、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ6－Ｃ10アリール、Ｃ1－Ｃ24アルコキ
シ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26または－ＣＯＯＲ27であ
り、Ｒ25、Ｒ26およびＲ27は、上記で定義した通りであり、
　Ｇは、Ｃ1－Ｃ18アルキル、－ＯＲ305、－ＳＲ305、－ＮＲ305Ｒ306、－ＣＯＮＲ305Ｒ
306または－ＣＮであり、Ｒ305およびＲ306は、互いに独立して、Ｃ6－Ｃ18アリール；Ｃ

1－Ｃ18アルキルまたはＣ1－Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6－Ｃ18アリール；Ｃ1－Ｃ18

アルキル、または－Ｏ－で遮断されたＣ1－Ｃ18アルキル；あるいはＲ305およびＲ306は
、一緒になって５または６員環を形成する］のリガンド；
　ｅ）式
【化１５】

［式中、
　Ｒ6”は、水素、ハロゲン、ニトロ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキ
ル、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ、または場合により置換されたＣ6－Ｃ10アリールであり、
　Ｒ7”は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、場合
により置換されたＣ6－Ｃ10アリールまたは場合により置換されたＣ6－Ｃ10パーフルオロ
アリールであり、
　Ｒ8”は、水素、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアル
キル、場合により置換されたＣ6－Ｃ10アリール、または場合により置換されたＣ6－Ｃ10

パーフルオロアリールであり、
　Ｒ9”は、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ1－Ｃ4パーフルオ
ロアルキル、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ、または場合により置換されたＣ6－Ｃ10アリールであ
り、
　Ａ10”は、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ2－Ｃ4アルケニル
、Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、トリ（Ｃ1－
Ｃ4アルキル）シラニル、場合により置換されたＣ6－Ｃ10アリール、または場合により置
換されたＣ6－Ｃ10パーフルオロアリールであり、
　Ａ11”は、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ2－Ｃ4アルケニル
、Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、トリ（Ｃ1－
Ｃ4アルキル）シラニル、場合により置換されたＣ6－Ｃ10アリール、または場合により置
換されたＣ6－Ｃ10パーフルオロアリールであり、
　Ａ12”は、水素、ハロゲン、ニトロ、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、Ｃ1－Ｃ4アル
キル、Ｃ2－Ｃ4アルケニル、Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ、－Ｏ
－Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、－Ｓ－Ｃ1－Ｃ4アルキル、基－（ＣＨ2）rＸ

20（式中
、ｒは１または２であり、Ｘ20は、ハロゲン、ヒドロキシ、－Ｏ－Ｃ1－Ｃ4アルキルまた
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はジ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）アミノである）；－ＣＯ2Ｘ
21（式中、Ｘ21はＨまたはＣ1－Ｃ

4アルキルである）；－ＣＨ＝ＣＨＣＯ2Ｘ
22（式中、Ｘ22はＣ1－Ｃ4アルキルである）；

－ＣＨ（Ｏ）、－ＳＯ2Ｘ
23、－ＳＯＸ23、－ＮＣ（Ｏ）Ｘ23、－ＮＳＯ2Ｘ

23、－ＮＨＸ
23、－Ｎ（Ｘ23）2（Ｘ23はＣ1－Ｃ4アルキルである）；トリ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）シロ
キサニル、場合により置換された－Ｏ－Ｃ6－Ｃ10アリール、シクロヘキシル、場合によ
り置換されたＣ6－Ｃ10アリール、または場合により置換されたＣ6－Ｃ10パーフルオロア
リールであり、
　Ａ13”は、水素、ニトロ、シアノ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ2－Ｃ4アルケニル、Ｃ1－Ｃ4

パーフルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ1－Ｃ4パーフルオロアルキル、トリ（Ｃ1－Ｃ4アルキル
）シラニル、または場合により置換されたＣ6－Ｃ10アリールである］のリガンドから選
択される］の化合物。
【請求項２】
　ｎが整数１であり、
　ＭがＩｒまたはＲｈであり、
　ｍが２である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ｎが整数１であり、
　ＭがＰｄまたはＰｔであり、
　ｍが１である、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｌが、式

【化１６】

［式中、Ａ21、Ａ22、Ａ23、Ａ24、Ｒ42、Ｒ43、Ｒ44、およびＲ45は、請求項１で定義し
た通りである］のリガンドである、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　式

【化１７】
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［式中、
【化１８】

は、二座リガンドＬであり、
　Ｌは、請求項１で定義した通りであり、
　ｎは１であり、
　ＭはＩｒであり、ｍは２であり、あるいは
　ＭはＰｔであり、ｍは１であり；
　Ｗは、Ｏ、Ｓ、ＮＲ4、ＣＲ5Ｒ6であり、
　Ｘは、ＮまたはＣＨであり、
　Ｙは、ＯまたはＮＲ8であり、
　Ｒ1、Ｒ2は、独立して、Ｈ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、フェニル、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ8アルコ
キシ、ＣＮ、ＮＨＲ、ＮＲＲ’から選択され；あるいは
　Ｒ1およびＲ2は、それらが結合する炭素原子と一緒になって、場合により置換されてい
てもよい縮合フェニル環を形成し；
　Ｒ3は、Ｈ、無置換または置換Ｃ1－Ｃ8アルキル、無置換または置換Ｃ2－Ｃ8アルケニ
ル、無置換または置換フェニルであり；
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6は、独立して、ＨまたはＣ1－Ｃ8アルキルであり；
　Ｒ8は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、ＣＯＲ、ＳＯ2Ｒであり；
　任意の置換基は、存在すれば、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ
ＯＲ、ＮＨＲ、ＮＲＲ’から選択され；
　ＲおよびＲ’は、Ｃ1－Ｃ6アルキルから独立して選択され、Ｒは、水素であってもよい
］の化合物である、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載の化合物を含む発光層を含む、有機電子デバイス。
【請求項７】
　有機発光ダイオードである、請求項６に記載の有機電子デバイス。
【請求項８】
　ポリビニル－カルバゾール、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェ
ニル）－［１，１’－ビフェニル］－４，４’－ジアミン（ＴＰＤ）、１，１－ビス［（
ジ－４－トリルアミノ）フェニル］シクロヘキサン（ＴＡＰＣ）、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－
メチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス（４－エチルフェニル）－［１，１’－（３，３’－
ジメチル）ビフェニル］４，４’－ジアミン（ＥＴＰＤ）、テトラキス－（３－メチルフ
ェニル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－２，５－フェニレンジアミン（ＰＤＡ）、α－フェニル
－４－Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノスチレン（ＴＰＳ）、ｐ－（ジエチルアミノ）ベンズア
ルデヒドジフェニルヒドラゾン（ＤＥＨ）、トリフェニルアミン（ＴＰＡ）、ビス［４－
（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）－２－メチルフェニル］（４－メチルフェニル）メタン（Ｍ
ＰＭＰ）、１－フェニル－３－［ｐ－（ジエチルアミノ）スチリル］－５－［ｐ－（ジエ
チルアミノ）フェニル］ピラゾリン（ＰＰＲまたはＤＥＡＳＰ）、１，２－トランス－ビ
ス（９Ｈ－カルバゾール－９－イル）シクロブタン（ＤＣＺＢ）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－
テトラキス（４－メチルフェニル）－（１，１’－ビフェニル）－４，４’－ジアミン（
ＴＴＢ）、４，４’－Ｎ，Ｎ－ジカルバゾール－ビフェニル（ＣＢＰ）、Ｎ，Ｎ－ジカル
バゾイル－１，４－ジメテン－ベンゼン（ＤＣＢ）、ポルフィリン化合物、およびそれら
の組合せから選択される正孔輸送層をさらに含む、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　電子デバイスにおける、酸素感応インジケータとしてのまたはバイオアッセイにおける
リン光インジケータとしての、請求項１から５のいずれかに記載の化合物の使用。
【請求項１０】
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　請求項７または８に記載の有機発光ダイオードを含む、固定および移動ディスプレイか
ら選択されるデバイス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
【化２５】

［式中、
ｎは、０、１または２、特に１であり；
Ａ12、Ａ14、Ａ16、Ａ17、Ａ18、Ａ19、Ａ21、Ａ22、Ａ23およびＡ24は、互いに独立して
、水素、ＣＮ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24アルコキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキ
ルチオ、Ｃ1－Ｃ24パーフルオロアルキル、Ｇで場合により置換されたＣ6－Ｃ18アリール
；－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26もしくは－ＣＯＯＲ27、またはＧで場合により置換さ
れたＣ2－Ｃ10ヘテロアリール；またはそれぞれＧで場合により置換されたＣ5－Ｃ12シク
ロアルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルコキシ、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキルチオ；特に式
【化２６】

の基であり；あるいは近接原子と結合する２つの隣接する基Ａ12、Ａ14；またはＡ14、Ａ
17；またはＡ17、Ａ16；またはＡ21、Ａ22；またはＡ22、Ａ23；またはＡ23、Ａ24；また
はＡ18、Ａ22；またはＡ23、Ａ19は、ともに、式
【化２７】

の基であり、Ａ41'、Ａ42'、Ａ43'、Ａ44'、Ａ45'およびＡ46'は、互いに独立して、Ｈ、
ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24パーフルオロアルキル、Ｃ1－Ｃ24アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、Ｇ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26もしくは－ＣＯ
ＯＲ27で場合により置換されていてもよいＣ6－Ｃ18アリール、またはＣ2－Ｃ10ヘテロア
リール；特に
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【化２８】

であり；
Ａ11、Ａ13、Ａ15、Ａ’21、Ａ’22、Ａ’23およびＡ’24の各々は、独立して、水素また
はＣ1－Ｃ24アルキルであり；あるいは同一の炭素原子と結合する２つの隣接する基Ａ11

、Ａ12；Ａ13、Ａ14；Ａ15、Ａ16；Ａ’21、Ａ21；Ａ’22、Ａ22；Ａ’23、Ａ23；または
Ａ’24、Ａ24は、ともに、＝Ｏまたは＝ＮＲ25または＝Ｎ－ＯＲ25または＝Ｎ－ＯＨであ
り；
Ｅ1は、Ｏ、ＳまたはＮＲ25であり、
Ｒ25およびＲ26は、互いに独立して、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ7－Ｃ18アラルキルまたはＣ

1－Ｃ24アルキルであり、Ｒ27は、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ6－Ｃ18アリールまたはＣ7－Ｃ

18アラルキルであり；
Ｙ1、Ｙ2およびＹ3は、互いに独立して、式

【化２９】

の基であり、
Ｒ41は、Ｍ2に対する結合であり、
Ｒ71は、Ｍ2に対する結合であり、
Ｒ42'は、水素、またはＣ1－Ｃ24アルキル、ＣＮ、Ｆで置換されたＣ1－Ｃ24アルキル、
ハロゲン、特にＦ、Ｃ6－Ｃ18－アリール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18－
アリール、またはＣ1－Ｃ8アルコキシであり、
Ｒ43'は、水素、ＣＮ、ハロゲン、特にＦ、Ｆで置換されたＣ1－Ｃ24アルキル、Ｃ6－Ｃ1

8アリール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18アリール、またはＣ1－Ｃ8アルコ
キシ、－ＣＯＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＯＲ27、
【化３０】

、特に
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【化３１】

であり、
Ｅ2は、－Ｓ－、－Ｏ－または－ＮＲ25’－であり、Ｒ25’は、Ｃ1－Ｃ24アルキルまたは
Ｃ6－Ｃ10アリールであり、
Ｒ110は、Ｈ、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24アルコキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ
、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26または－ＣＯＯＲ27であり、あるいは
Ｒ42'およびＲ43'は、式

【化３２】

の基であり、Ａ41'、Ａ42'、Ａ43'、Ａ44'、Ａ45'およびＡ46'は、互いに独立して、Ｈ、
ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24パーフルオロアルキル、Ｃ1－Ｃ24アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、Ｇ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26もしくは－ＣＯ
ＯＲ27で場合により置換されていてもよいＣ6－Ｃ18アリール、またはＣ2－Ｃ10ヘテロア
リール；特に

【化３３】

であり、
Ｒ44'は、水素、ＣＮもしくはＣ1－Ｃ24アルキル、Ｆで置換されたＣ1－Ｃ24アルキル、
ハロゲン、特にＦ、Ｃ6－Ｃ18－アリール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18－
アリール、またはＣ1－Ｃ8アルコキシであり、
Ｒ45'は、水素、ＣＮもしくはＣ1－Ｃ24アルキル、Ｆで置換されたＣ1－Ｃ24アルキル、
ハロゲン、特にＦ、Ｃ6－Ｃ18－アリール、Ｃ1－Ｃ12アルキルで置換されたＣ6－Ｃ18－
アリール、またはＣ1－Ｃ8アルコキシであり、
Ａ11’、Ａ12’、Ａ13’およびＡ14’は、互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－
Ｃ24アルキル、Ｃ1－Ｃ24アルコキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮ
Ｒ25Ｒ26または－ＣＯＯＲ27であり、
Ｒ68およびＲ69は、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ24アルキル、特にＣ4－Ｃ12アルキル、特に
ヘキシル、ヘプチル、２－エチルヘキシル、および１または２個の酸素原子で遮断され得
るオクチルであり、
Ｒ70、Ｒ72、Ｒ73、Ｒ74、Ｒ75、Ｒ76、Ｒ90、Ｒ91、Ｒ92およびＲ93は、互いに独立して
、Ｈ、ハロゲン、特にＦ、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ24アルキル、Ｃ6－Ｃ10アリール、Ｃ1－Ｃ24ア
ルコキシ、Ｃ1－Ｃ24アルキルチオ、－ＮＲ25Ｒ26、－ＣＯＮＲ25Ｒ26または－ＣＯＯＲ2

7であり、Ｒ25、Ｒ26およびＲ27は、以上に定義した通りであり、
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Ｇは、Ｃ1－Ｃ18アルキル、－ＯＲ305、－ＳＲ305、－ＮＲ305Ｒ306、－ＣＯＮＲ305Ｒ30

6または－ＣＮであり、Ｒ305およびＲ306は、互いに独立して、Ｃ6－Ｃ18アリール；Ｃ1

－Ｃ18アルキルまたはＣ1－Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6－Ｃ18アリール；Ｃ1－Ｃ18

アルキル、または－Ｏ－で遮断されたＣ1－Ｃ18アルキル；あるいはＲ305およびＲ306は
、一緒になって、
【化３４】

などの５または６員環を形成する。］。
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